
大変お世話になっております。国際公共調達情報プラットフォームの事務局です。 

 

国際公共調達情報プラットフォームのメールマガジンの第 13 号をお送りします。 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■本号の内容 

・「WHO PQ に関する情報共有」 

・「国際公共調達情報プラットフォームのコンテンツの更新」 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

WHO PQ に関する情報共有につきましてご案内致します。 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「WHO PQ に関する情報共有」 

  

メルマガ 2 号及び 10 号でお知らせした UNICEF-UNFPA-WHO の合同会合にて、

WHO より PQ に関する情報共有がありましたので、お知らせいたします。 

なお、以下情報は会合内での WHO の発表ベースのものであり、予定等については変

更される可能性があること、詳細について事務局にお問い合わせいただいても回答で

きないことをご了承ください。 

 

*「糖尿病の検査機器に対する WHO PQ の展望」 

  

2022/11/14 は世界糖尿病デーであり、WHO からインスリンと健康技術へのアクセス

増加へのコミットメント強化が呼びかけられました。 

https://www.who.int/news/item/14-11-2022-insulin-and-health-technology-

manufacturers-make-commitments-in-support-of-who-asks 

<https://www.who.int/news/item/14-11-2022-insulin-and-health-technology-

manufacturers-make-commitments-in-support-of-who-asks>  

  

コミットメントの一つとして、「インスリンと機器の WHO PQ プログラムへの参加」

が挙げられています。 

機器は、具体的には血糖値測定計（Blood Glucose Meter）と HbA1c POC（point-of-

care）検査機器です。 

WHO は 2022 年 9 月 27 日に、初めてのヒトインスリン製剤の PQ 認証を実施してい

https://www.who.int/news/item/14-11-2022-insulin-and-health-technology-manufacturers-make-commitments-in-support-of-who-asks
https://www.who.int/news/item/14-11-2022-insulin-and-health-technology-manufacturers-make-commitments-in-support-of-who-asks
https://www.who.int/news/item/14-11-2022-insulin-and-health-technology-manufacturers-make-commitments-in-support-of-who-asks
https://www.who.int/news/item/14-11-2022-insulin-and-health-technology-manufacturers-make-commitments-in-support-of-who-asks


ます。 

他方、機器については、現在両検査機器の Techinical Specifications（TSS）をドラフ

ト中であり、2022 年年末あるいは 2023 年初旬には TSS のパブリックコメント募集、

2023 年の第 2 四半期（4~6 月）には TSS の発行と PQ のオープンを予定していると

のことです。 

パブリックコメント募集用の TSS のドラフト等はウェブサイトに公開予定とのことで

す。 

ご関心あれば、ぜひ逐次 WHO のウェブサイトをチェックください。 

  

WHO PQ ウェブサイト： 

https://extranet.who.int/pqweb/ <https://extranet.who.int/pqweb/>  

  

 

*「WHO PQ の電子化（ePQS）の動きについて」 

 

2022 年 11 月 29 日の UNICEF-UNFPA-WHO の合同会合にて、WHO PQS の電子化

（ePQS）の予定について共有されました。 

詳細情報は、WHO からの公表が待たれるところですが、2023 年 6 月のシステム Go-

live が予定されているとのことです。外部ユーザーについてもトレーニングと登録が

必要になる可能性があり、WHO PQ 申請を予定されている場合は十分にご留意くださ

い。 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

次に、国際公共調達情報プラットフォームのコンテンツの更新についてお知らせしま

す。 

 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

■「国際公共調達情報プラットフォームのコンテンツの更新」 

 

メールマガジン第 10 号～第 12 号の追加、国際公共調達参入のファーストステップペ

ージ、及び国際公共調達の主な実施機関とそのリンク集ページの更新を行いました。 

https://ippip.jp/content_1.html 

 

特に、リンク集においては、フェーズの区分に「承認支援」を追加し、区分ごとの各

機関の再編成や、機関の追加を行っておりますので、ぜひご参考に頂ければ幸いで

https://extranet.who.int/pqweb/
https://extranet.who.int/pqweb/
https://ippip.jp/content_1.html


す。 

https://ippip.jp/content_2_3.html 

‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ 

 

本号は以上となります。 

 

国際公共調達に関するご相談をお待ちしております。相談内容は、事務局より回答を

差し上げることや、内容によりましては、専門家やサポーターからのアドバイスを提

供する用意がございます。また、ご相談の内容に応じて、秘密保持契約（NDA）を締

結する準備もございますので、具体的なご相談をぜひお寄せくだされば幸いです。 

 

相談はプラットフォームの専用フォーム（「相談申し込み受付中」のバナーより）か

ら、ないしは事務局（ipp@nri.co.jp）まで直接お問い合わせください。 

 

引き続きよろしくお願い申し上げます。 

 

---- 

お問い合わせ先：株式会社野村総合研究所内 国際公共調達プラットフォーム事務局 

Email: ipp@nri.co.jp （窓口担当：小池） 

 

本メールマガジンのバックナンバーは次のサイトよりご確認ください。 

https://ippip.jp/content_7.html 

 

配信停止をご希望される場合は、お手数ですが「配信停止希望」と件名に入力の上、 

事務局（ipp@nri.co.jp）までご連絡をお願い申し上げます。 

 

本事業は「令和 4 年度開始厚生労働省委託事業」に基づいて実施しております。 

 

-------------------------------------------------------------------- 

このメールには、本来の宛先の方のみに限定された機密情報が含まれている 

場合がございます。お心あたりのない場合は、送信者にご連絡のうえ、 

このメールを削除してくださいますようお願い申し上げます。 

PLEASE READ:This e-mail is confidential and intended for the named recipient 

only.  

If you are not an intended recipient, please notify the sender and delete this e-mail. 

https://ippip.jp/content_2_3.html
mailto:ipp@nri.co.jp）まで直接お問い合わせください
mailto:ipp@nri.co.jp
https://ippip.jp/content_7.html
mailto:ipp@nri.co.jp）までご連絡をお願い申し上げます


-------------------------------------------------------------------- 

 


